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　種々の特許が出て試験が重ねられましたが結

局は1899年のFaugeron、1910年のDressler、こ

の両方式が成功し欧米の業界でトンネル窯に対

する期待が高まります。その頃大倉和親がこれ

をいち早く察知し、1920年に東洋陶器に国内初

のトンネル窯を導入します。

　Faugeron とDresslerという方の二つの方式

を源流とした近代トンネル窯は、第一次世界大

戦で英国に代わる債権国となり産業が活性化し

たアメリカで大量生産時代の新兵器として威力

を発揮します。全米のトンネル窯の基数は1915

年に3基でしたが、1925年には35基、2年後1927

年には200基と急増します。連続量産型トンネ

ル窯導入の効果は極めて大きく、生産方式を

ManufacturingからMass  Productionに変化さ

せました。

　この表は戦前の日本におけるトンネル窯の導

入です。1920年に東洋陶器が初めて導入して以

来、最初の10数基は森村系三社によるものです。

1934年以降になって日本製鉄など耐火物やタイ

ル関係にトンネル窯が入り始めます。

　森村三社への初期のトンネル窯の導入の経緯

を見ると、日本陶器が輸出用の白磁の食器を作

ることを目的に1904年に設立され1915年までに

ドイツ式の円筒式石炭窯を13基導入します。こ

の頃日本陶器では念願の輸出用のディナープ

レートが完成して輸出が伸びたので本当はトン

ネル窯を導入したかった訳ですがこの時点では

技術的な確信が無くて踏み切れず、僅か二年の

間に15基の石炭窯を増設して合計28基にしてい

ます。日本で最初のトンネル窯は絵付け窯で日

本陶器が1913年に導入していますが還元焼成の

本格的な窯は技術的な判断から導入出来ません

でした。一方で日本陶器では初期から衛生陶器

や碍子を研究して夫々東洋陶器、日本碍子を設

立します。大倉和親は欧米でのトンネル窯の成

功例を見て確信し1920年に東洋陶器にDressler

トンネル窯を導入します。1928年には日本碍子

にHarrop式トンネル窯が導入され、白磁還元

焼成の困難から最後に残った日本陶器には視

察、精査を重ねた上1933年にKerabedarf 式ト

ンネル窯が導入されます。
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　戦後のトンネル窯の普及に関しては、戦前に

導入された大型トンネル窯が技術基盤となった

事は間違いありませんが、終戦直後は燃料事情

が悪く、薪、亜炭、石炭は配給でまだ多数の登

り窯が稼働していました。戦前に普及した大型

トンネル窯は能力過大で巨大資金を要し中小企

業が多い窯業界ではトンネル窯が優れている事

が解っていても導入出来ない状況下、昭和23年

に駄知の工業組合が小型トンネル窯を試作しま

す。産業復興公団の支援で東濃陶器の中に、タ

イル用の30ｍのトンネル窯を造ります。設計者

は湯川和歌丸で、後に高砂工業の社長になる鈴

木喜義が参加しトンネル窯の技術を持つ日本碍

子が技術支援をしました。従ってHarrop式と

言われるトンネル窯が基本になりました。常滑

の船井製陶所もモザイクタイル用に25ｍの小型

トンネル窯を造っています。小型トンネル窯に

期待をする業界に対し鈴木喜義が高砂工業を設

立してトンネル窯の製造を開始します。高砂工

業は東濃地域に集積していた中小規模タイル・

食器メーカーに、トンネル窯の築造後火入れか

ら製品焼成の成功まで責任を持つ姿勢を貫いて

トンネル窯が地域から全国に普及します。経

験で技術力を蓄積した高砂工業は2000年までに

実に2217基という大量のトンネル窯を造りまし

た。世界一のトンネル窯メーカーだと思います。

　トンネル窯の構造も進化しています。燃焼ガ

スは高温で上昇しやすいので従来窯側に有った

燃焼室を台車のカートップ部分を燃焼室として

活用して燃焼ガスからの伝熱効率を高めたり、

高温の燃焼ガスが窯の上部だけを流れないよう

に天井アーチの空間に堰を設けて流れを遮断す

るような考案・工夫がされ、炉体や台車構造に

は断熱性能が良く軽量な断熱煉瓦が多用され、

これらの有用な工夫の結果、エネルギー原単位

の大幅な改善に成功しています。

　トンネル窯に代わる新鋭炉として20世紀後半

にローラーハースキルンが登場します。開発自

体は20世紀初めですが、当初は主としてタイル

用に使われてきました。20世紀後半に日本や欧

州で各種用途に対する開発が進化します。

　ローラーハースキルンはトンネル窯の欠点を
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大幅に改善するばかりではなく、多種・少量・

高品質に対応してＱＣＤ改革に繋がる窯として

注目されました。そしてこの頃になって量産時

代が曲がり角をむかえ、第二の産業分水嶺と言

われる状況が始まります。

　量産時代の終焉が意味するものは、産業革命

以来技術は良い物をより多くの人に届ける為に

マスプロダクション方式に到達しました。しか

し、皆が同じ物を欲する時代は終わり、老若男

女、文化、言語、障害、能力など、個々の細か

な嗜好に対応出来ない為、これらを満たす為の

多種・少量・高品質ニーズが高まりました。ユ

ニバーサルデザインに対するニーズも有りま

す。窯業界が多種少量高品質生産の重要性を再

認識し、小規模専門化のニーズに対応するため

の方法として、トンネル窯から小さなバッチ炉

に変更する方法がありましたが、焼成精度、性

能、フレキシビリティで優るローラーハースキ

ルンを採用するメーカーも多数存在しました。

　ローラーハースキルンはユニット構成で、5

メーター前後のユニットを連結する為、長さも

ヒートパターンも自由設計です。量産も可能で

すが、クラフト的な造り分けも可能です。多品

種、少量、高精度、高能率焼成が認識されて陶

磁器以外の分野にも浸透しています。例えば軽

量なカップは本来短時間で焼成可能ですが重量

の有る皿は焼成に時間がかかる場合、従来のト

ンネル窯では同一条件で焼かざるを得ません。

ローラーハースキルンを中心としたフレキシブ

ルなラインでは、製品ごとに窯を変え焼成条件

を変更可能で、直結ラインなので在庫も減少し

ます。

　以上の様な種々の長所が認められ、タイル焼

成、食器焼成のみならずファインセラミックス、

Mn-Znフェライト、粉体、電池材料、蛍光体と

いった分野に用途が拡大しました。

今後の窯はどのような方向に進むかという点で

は、更にフレキシブルなライン化が進む事にな

るでしょうし、焼成の単位についても製品一個

単位、或いは粉一粒の性能を最大に発揮する目
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的別少量個別処理が進行すると思います。小型

化、卓上化の傾向も更に進行すると思います。

　これまで窯という視点から時代を見てきまし

た。竪窯の時代から角窯、円筒窯、多層式円筒窯、

トンネル窯、そしてローラーハースキルンに進

化しました。この間、生産方法もクラフト生産、

工場生産から大量生産に移り、今は多種少量高

品質生産のニーズが強くなっています。勿論こ

の間燃料も変化しました。一方で職人の技能と

いう視点で観てみると、勘・こつ・経験に秀で

たマイスターの時代から、クラフトの要素を残

した工場制となり、20世紀になってライン生産、

汎用機の導入、分業、単純化、標準化が進み、

勘・こつ・経験が無くても一定のものが出来る

大量生産の時代に至りました。しかし最近では

ローラーハースキルンや工作機械でも汎用機の

小規模専門化が求められ、その流れの中で勘・

こつ・経験が再び復活しつつあるように思いま

す。市民嗜好の満足度と言う視点ではどうかと

いえば、マイスターの時代はやはり服とか靴と

か陶磁器とか、全てオーダーメイドの時代で人

間個々のニーズと嗜好が充分満足されていまし

た。しかし大量生産の時代になると、職人のデ

リケートな技能による採寸や微妙な配合、そし

て個人の趣味の反映は全く問題外で個人のニー

ズや嗜好は完全に無視され、平均的な近似品の

大量生産、大量分配です。色は三色から、サイ

ズは5ｍｍ間隔、といった形で選ばざるを得ま

せん。トンネル窯のような技術進歩が大量生産

システムを支援し、柔軟なことは合理的ではな

いと言うのがつい最近までの時代でした。その

結果全人口のある一部の人が全人口のための生

活必需品を作り更には贅沢品までも作ってしま

う結果、企画化された大量の製品を買い手に押

し付ける事になり、それは合理的で会社は儲か

るわけです。しかし一方で、少人数の人が大量

の物を作るので失業が発生します。いま、かつ

て先進国で開発された量産技術が時を経て工場

と共に後進国に移り、先進国で失業が発生する

という皮肉な結果になっているような気がしま

す。最近、テレビで運動靴のニュースを観られ

た方も多いと思いますが、長さ、高さ、幅をミ

リ単位で、色、デザインを組み合わせると何億

通りのものオーダーメイドが可能になります。

私はこれを観て昔の職人の注文に対する時の様

な個性の尊重時代に回帰してきたと感じまし

た。昔の技術に戻るのではなくてローラーハー

スキルンのような洗練された技術、生産の柔軟

な専門化によってコストをそれほど上げること

なく、柔軟なことが合理的になり、個人の細か

な嗜好やニーズが200年を経て再び満たされる

ようになってきた。規模は違いますが200年前

には満たされていた個人的趣味やニーズは、量

産を目指して走っていた200年間は一般には満

たされませんでした。しかし最近になって、再

び人間がその点に気づき始めて、最新の技術を

駆使した柔軟な少量生産を低コストで実現し、

個人個人の好みにきめ細かく対応する、我々市

民にとってそのような幸せな時代が来つつある

かもしれないという期待を抱いております。

　以上で私の講演を終わらせていただきます。

ありがとうございました。


